
 

ソフィア経済人倶楽部の設立趣意書 

 

母校上智大学は、建学の精神である「キリスト教ヒューマニズム」のもと、全世界的・地球的展望に立

った人間教育を実践する国際性豊かな大学として、他大学にはないユニークな特徴を持ち、これまでに

も、世界中の様々な分野で、また日本の産業経済界で活躍する多くの人材を輩出してきました。 

 

近年のグローバル化の進展と共に、世界各国の経済産業分野でも猛烈なスピードで変革が進んでおり、

日本の経済産業界も、この変化に対応すべく業種や世代を超えた人々による想像力の発揮と叡智の結束

が求められています。 

 

今般、この結束の一つの形として「ソフィア経済人倶楽部」を立ち上げることに致しました。経鷲会は

大学創立と同時に創設された伝統ある経済学部の同窓会でありますが、昨年来、その活動の一環として

「経鷲会マネジメントの会」を発足させ検討を重ねて参りました。この度、これを更に飛躍させ、学部

の垣根を超えた母校卒業生全体の組織として発展させることにしました。 

 

ソフィア経済人倶楽部は上智大学出身で、産業経済界を始め各分野で活躍されている経営者、管理者、

専門職並びに勇退されたソフィアンを対象とし、会員相互の知的啓発、相互の協力並びに親睦を図り、

母校上智大学の発展に寄与し、グローバルな産業経済の発展、建学の精神に基づく社会貢献等を行うこ

とを目的とします。 

 

倶楽部の運営は、経鷲会を中心とする各委員会が企画立案を行い、当倶楽部の理事会での決議を経て自

主的に行われます。各委員会は、学部を超えた会員の参画を求めます。 

活動としては、講演会、産学連携の公開講座、研修会、夕食会、親睦会、ゴルフ会、賀詞交換会、朝食

勉強会、クリスマス会、会員名簿の発行などを行うことを検討致します。 

 

                                      平成21年9月吉日 

                                    ソフィア経済人倶楽部 

                                     会長  濱口 敏行 

 

  



 

 

     ソフィア経済人倶楽部会則 

 

                              2009年 12月15日制定 

                              2010年 05月10日改定 

                              2011年 07月 05日改定 

                              2013年 05月16日改定 

                              2014年 09月26日改訂 

 

 

 

第１章 総則 

 

第１条（会の名称） 

  本会はソフィア経済人倶楽部（以下「本倶楽部」という）と称する。 

  会の英語名称はSophia Executive Club(SEC) とする。 

第２条（事務局の設置） 

  本倶楽部は事務局を上智大学経鷲会内に置く。 

第３条（目的） 

   本倶楽部は、上智大学ソフィア会の会員で、産業経済界を始め各分野で活躍する経営者、管理者､ 

   専門職、それらを勇退されたソフィアン、及び会の主旨に賛同されたソフィアンを対象とし、会員 

   相互の知的啓発、相互の協力並びに親睦を図り、母校上智大学の発展に寄与し、グローバルな産業 

   経済の発展、建学の精神に基づく社会貢献等を行うことを目的とする。 

第４条（事業） 

  本倶楽部は前条の目的を達成する為、次の活動を行う。 

  １．会員相互の知的啓発及び親睦を図る為、情報交換、意見交換の場を提供すると共に、講演会、 

    シンポジウム、セミナー、産学連携の公開講座等を開催する。 

  ２．会員名簿を作成し、刊行する。 

  ３．その他本倶楽部の目的を達成する為、必要と認められた活動を行う。 

 

第２章 会員 

 

第５条（会員資格） 

  本倶楽部の会員は、上智大学ソフィア会の会員で、原則として、産業経済界を始め各分野で活躍し 

  ている経営者、管理者、専門職、それらを勇退されたソフィアン、及び会の主旨に賛同されたソフ 

  ィアンとする。尚、ソフィアンには、上智社会福祉専門学校、上智大学短期大学部の卒業生、並び 

にソフィア会登録団体の中で会員として認められた会員を含む。 

 

第６条（入退会） 

  １．入会及び退会は、本人の書面による申請に基づくものとする。但し、入会には本倶楽部会員の 

    １名以上の推薦と運営委員会の承認を必要とする。 

  ２．会員として不適当と思われる場合には、理事会の決議により退会させることができる。 



 

 

第３章 役員 

 

第７条（役員の構成） 

  本倶楽部に次の役員を置く。 

  会 長    １名 

  副会長    ３名以内 

  専務理事   １名 

  理 事   ２０名以内 

  監査委員長  １名 

  監査委員   １名 

  法務委員長  １名 

  事務局長   １名 

  委員長    各委員会に１名 

  顧 問    若干名 

   

第８条（役員の職務） 

  １．会長は本倶楽部を代表し、会務を統括し、理事会及び運営委員会の議長となる。 

  ２．副会長は会長を補佐し、会長が事故等により会務を遂行できないときには、あらかじめ会長の 

   指名した順序により会長の職務を代行する。 

  ３．専務理事は理事の筆頭として会長、副会長を補佐し、事務局、運営委員会を統括する。 

  ４．理事は理事会の構成員として本倶楽部に関する重要事項を審議、議決する。 

  ５．監査委員は会計監査を行う。 

  ６．法務委員長は会の法務に関する助言・指導を行う。 

  ７．事務局長は、会長、専務理事を補佐して理事会及び運営委員会の招集・議案の準備を行うと共 

    に、事務局を運営し、各委員会の活動を調整する。 

  ８．顧問は重要事項につき会長の諮問に応じ、理事会において意見を述べることが出来る。 

 

第９条（役員の選任） 

  １．役員は理事会において選任し、会員大会で報告する。 

  ２．会長、副会長及び専務理事は、理事会において理事の互選により選出する。 

 

第 10条（役員の任期、再任） 

  １．役員の任期は 2年とし、再任を妨げない。 

  ２．欠員により就任した役員の任期は前任者の残任期間とし、増員により選出された役員の任期は 

    他の在任役員の任期と同じとする。 

 

第４章 理事会 

  

第 11条（理事会の設置） 

  本倶楽部は、理事会を設置する。 

 



 

第 12条（理事会の構成、権限等） 

  １．理事会は会長、副会長、専務理事、理事、顧問、監査委員長、監査委員、法務委員長、事務 

    局長及び各委員会の委員長を以って構成する。 

  ２．理事会は、本倶楽部の最高決議機関であって、本倶楽部の運営及び活動に関する以下の重要 

    事項を審議決定し，本倶楽部の会務の責に当たる。 

    1) 基本理念・目的の変更 

    2) 委員会の設置、組織の改変 

    3) 役員、各委員会の委員長、各委員会担当理事の選任、解任及び運営委員会の構成員の選 

      任・解任 

    4) 各年度の重点目標、事業計画及び予算の決定並びに事業報告及び決算の承認 

    5) 会則及び細則の改廃 

    6) 会費・維持会費制度の導入・変更・廃止、 

    7) 会員の退会の決議 

    8) その他、理事会において審議、決定するのが相当であると思われるもの  

    ３．理事会は前項に定める他、運営委員会に会務を委嘱することができる。 

 

第 13条（理事会の開催、運営） 

  １．理事会は、原則として５月及び１１月の年２回開催する。 

  ２．理事会の招集通知は、会長が開催日時、場所、議題を記した書面又は電磁的方法で理事に 

    通知しなければならない。 

  ３．事務局長は理事会に出席すると共に、会長の指示に基づき、理事会の招集及び必要な資料作 

    成等を行う。 

  ４．顧問、監査委員長、監査委員、法務委員長、事務局長並びに各委員会の委員長は、理事会に出

席し意見を述べることが 出来るが，議決権の行使は出来ないものとする。 

  ５．理事会の議決は、出席理事の過半数をもって成立し、可否同数のときは議長がこれを決する。 

    委任状を提出した理事は、理事会に出席したものとみなす。 

 

第 14条（臨時理事会） 

  １．会長が必要と認めた場合又は役員の 1/3以上の請求があった場合，会長は臨時理事会を招集 

    する。 

  ２．臨時理事会においては、電磁的方法により招集を通知することができる。 

  ３．臨時理事会においては、理事は電磁的方法で理事会に出席し、電磁的方法で議決権を行使す 

    ることができる。 

 

第５章 委員会 

 

第 15条（委員会の設置） 

  １．本倶楽部の円滑な運営を行うために運営委員会を設置する。運営委員会の詳細は、別途「運 

    営委員会細則」に定める。 

  ２．本倶楽部に、以下の委員会を常設の委員会として設け、必要に応じて委員会を開催する。 

 

   １）総務委員会、財務委員会、組織委員会、事業企画委員会、広報委員会、システム委員会、 



 

     産学共同委員会、国際委員会、関西地区委員会、海外委員会、監査委員会、法務委員会 

   ２）委員会の業務内容については、各委員会において細則を定め運営する。 

 

第 6章 会員大会 

 

第 16条（会員大会の開催） 

  １．会員大会は、原則として毎年１１月に開催する。 

  ２．前項の開催通知は、会長が書面またはその他の方法で行う。 

 

第 17条（会務報告） 

  １．会員大会においては、会務報告を行う。 

  ２．会員大会を開催しない場合は、本倶楽部のＨＰ上に会長挨拶及び会務報告を掲載する。 

 

第 7章 会計 

 

第 18条（運営資金） 

  本倶楽部の運営に必要な資金は行事参加費、維持会費、寄付金、その他収入でまかなう。 

 

第 19条（会計年度） 

  本倶楽部の会計年度は毎年１０月１日より翌年９月３０日までとする。 

 

第 8章 雑則 

 

第 20条（規定外事項等） 

  本倶楽部の会則に規定なき事項は、別途定める細則による。会則、細則に定めのない時は、理事会 

  の決議によりこれを定める。 

 

（附則）本会則は、理事会で承認された日より施行する。 

 


